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資源増殖：長井町漁業協同組合の磯焼け対策を見学 

 

三浦半島相模湾側で起きている磯焼け。長井海洋実習場周辺の海に森のように生えていた海藻は今も消え

たままです。さらに海洋環境の変化も加わり、アワビやサザエだけでなく獲れる魚種や数も減少傾向にあり

ます。磯焼けは漁業者にとっては死活問題です。少しでも海を元に戻し、次世代へ繋げたいという思いから、

長井町漁業協同組合は海藻を食べるウニを駆除したり、カジメの移植をしたり取り組んでいます。 

5 月 31 日、漁協が横須賀市などの協力のもと、藻場回復を目的にカジメの苗を海へ設置すると聞き、資源

増殖の授業の一環として見学、カジメの苗やどのように設置するかなど説明を受けました。 

 

 

 

 

 

横須賀市水産振興課の方から説明を受け、カジメの苗も見せてもらいました 

 

 

 


